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視 点 ● 野菜茶業研究所の発足に当たってp2

お知らせ ● 野菜茶業研究所の研究目標p4、 組織、研究拠点の所在地等

研究会の案内● 平成13年度野菜・茶業課題別研究会日程

平成13年4月2日

独立行政法人農業技術研究機構

野菜茶業研究所門標除幕式を行った

（左：石内所長、右：藤田総務部長）
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独立行政法人農業技術研究機構が、本年４月

１日に発足した。これにともない、長く親し

んできた野菜・茶業試験場が衣更えし、野菜

茶業研究所となった。

衣を更えれば、気分が変わる。その新しい気

分について若干述べたい。

［研究対象は身近な品］

およそ食事をする人で、野菜を口にしない人

は、日本はおろか世界にも余りいまい。生命

を育み維持するために、三度三度身体へ取り

込み続ける大切な品が野菜である。日常茶飯

事という言葉があるように、日本人は古くか

ら毎日数度ならず茶を嗜しなんできた。日常

生活に与える茶の効用は計り知れない。野菜

茶業研究所の研究対象は、国民にとって大変

身近で大切な品であることを銘記したい。

近年、食生活の乱れ、青少年による犯罪の多

発が懸念されている。茶を飲みながら団らん

する家庭から、凶悪犯人は出ないと聞いたこ

とがある。こうしてみると、野菜や茶の今日

的消費実態を見据えて研究目標を立て、国民

全体に受け入れられる成果を上げる必要があ

る。非現実的、抽象的な問題意識からの研究

への取り組みが、人々に歓迎されるとは思え

ない。つまり、国民に開かれた研究所としな

ければいけないと思う。

［野菜と茶の生産を巡る状況］

京都中央会の中川泰宏会長は、「中国の農業

を自分たちの目で確かめることが大事。京野

菜はブランド化で成功しているが、将来に備

えて知恵を絞り、生き残る道を探る必要があ

る」と話しているという。

生産現場の人々は、このようにして今後の道

を探ろうとしている。野菜茶業研究所も国内

の生産現場だけの情報に基づいて研究の将来

方向を探るのでは、的を外す恐れがある。

様々な手段を構じて、情報の集積に努める必

要がある。すなわち、従来に増して目を世界

に向けた研究所としなければならない。

［研究の種は山のようにある］

青年研究者が昔、「野菜の研究論文を沢山読

んだ。先輩が殆ど研究していて、もうするこ

とはないくらいだ」といった。私は、「野菜

農家へ行って話し合えば、悩みや問題をいっ

ぱい聞ける。研究者が１０年かかっても解決

が難しい課題が山積している。論文を読むの

も仕事の内だが、それだけでは駄目だ。農家

の声に耳を傾けよ」といい返した。好きこそ

物の上手なれという。

いやいや取り組んでも研究成果は上らないも

のである。意気込んで取り組む課題を掘り起

し、問題解決のために、自然と向き合うと対

象は甚だ複雑である。それを解きほぐす面白

さは格別である。その場合、一人よりも多人

数の知恵を集めるのに越したことはなく、日



ネギ、生シイタケ、イ草に関する一般セーフ

ガード（緊急輸入制限措置）の暫定措置発動

にみられるように、近隣諸国から日本へ向け

た農産物の輸出攻勢が強まっている。通商白

書では、東アジアが大競争時代に入っている

と分析しいる。野菜も茶も、この競争の中に

あるのが実態である。

５月２６日付の日本農業新聞によると、JA

グループ京都は、中国の野菜や茶の現地調査

を行うため調査団を組織し、今後１１月まで

に、農家やJA役職員ら約千名を現地に送る

計画であり、このほど野菜関係の３０名が、

山東省を訪れた。

常の活発な論議を積み重ねる中で研究を進め

たい。野菜茶業研究所の組織と個々の研究者

の研究意欲の強弱が、野菜と茶の将来を左右

するといっても過言ではない。張り切って研

究する人々をみれば、研究を支援する人々の

仕事のやり甲斐も高まり、研究スピードは速

まる。

研究所の構成員一同が、置かれた状況と立場

を理解し、協力して野菜と茶を取りまく諸問

題の解決に努力することによって、国民の皆

さんに喜ばれる研究所でありたい。
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研究会の案内

平成13年度野菜・茶業課題別研究会日程   

課題別研究会名/とき/ところ

●輸入急増に対応した野菜の高品質・安定生産技術の現状と今後の課題

（問い合わせ先：葉根菜研究部 作型開発研究室TEL. 059-268-4631）

平成13年9月 

17日(月)～18日(火)

茨城県つくば市

（つくば農林ホール 

・筑波事務所3階）

●果菜生産の肥培管理を巡る21世紀の潮流 

（問い合わせ先：果菜研究部 環境制御研究室TEL. 0569-72-1647）

平成13年10月 

18日(木)～9日（金）

愛知県武豊町

（武豊町立中央公民館）

●バイオテクノロジーを利用した野菜育種の現状と問題点

（問い合わせ先：葉根菜研究部アブラナ科育種研究室TEL. 059-268-

4654）

平成13年11月 

8日（木）～9日（金）

三重県津市

（三重県総合文化セン

ター）

●農薬使用量の低減化のための茶病害虫管理技術研究の現状と展開方向

（問い合わせ先：茶業研究部 虫害研究室TEL. 0547-45-4693）
平成13年11月14（水）

静岡県金谷町

（お茶の郷）
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National Institute of Vegetable and Tea Science （NIVTS）

National Agricultural ResearchOrganization （NARO）

〒514-2392 三重県安芸郡安濃町大字草生360番地

TEL 059（268）4626（情報資料課）FAX 059（268）1339
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